
Title 『勅撰名所和歌要抄』並びに『勅撰名所和歌要抄抽書』の諸本につ
いて

Sub Title
Author 中島, 正二(Nakashima, Shoji)

Publisher 慶應義塾大学国文学研究室
Publication

year
1992

Jtitle 三田國文 No.16 (1992. 6) ,p.14- 22 
JaLC DOI 10.14991/002.19920600-0014
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00296083-19920600-0014

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


『
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
』
並
び
に

『
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
抽
書
』

の
諸
本
に
つ
い
て

中

島

正

二

は
じ
め
に

 
南
北
朝

に
は
い
く
つ
か
の
名
所
和
歌
集
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
中
の

一

つ
に
『勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
』
(以
下
『要
抄
』
)
が
あ
る
。
『和
歌
大
辞
典
』

に
、
こ
の
本
に
関
し
て
神
作
光

一
氏
に
よ
る
極
め
て
簡
潔
な
説
明
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
引
用
す
る
。

 
 

〔南
北
朝
期
名
所
和
歌
集
〕
編
纂
者
は
未
詳
。
教
養
あ
る
公
家
歌
人

 
 
の
編

か
。
南
北
朝
初
期
末
か
ら
中
期
の
初
め
ご
ろ
に
か
け
て
の
成
立

 
 
か
。
伝
本
は
五
つ
の
写
本
が
知
ら
れ
る
が
、
室
町
期
写
の
内
閣
文
庫

 
 
本
が
最
善
本
。
そ
の
内
閣
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
二
〇
巻

一
〇
冊
。
万

 
 
葉
集
か
ら
風
雅
集
ま
で
の
歌
集
を
対
象
と
し
、
名
所
を
読
み
込
ん
だ

 
 
歌
を
山

・
嶺
以
下

・
城
外
別
業
に
至
る
六
五
目
に
分
け
、
各
目
内
は

 
 
五
畿
七
道
に
国
別
し
た
も
の
。
七
七
〇
七
首
集
付
な
ど
に
若
干
の
問

 
 
題
は
あ
る
が
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

右
に
は
伝
本
は
五
本
と
あ
る
が
、
『国
書
総
目
録
』
並
び
に

『私
撰
集
伝
本

書
目
』

に
よ
れ
ば
、
①
内
閣
文
庫
本

(十
冊
・室
町
末
期
写
)、
②
宮
内
庁

書
陵
部
本

(
一
軸
・洛
京
部
)、
③
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
本
(二
冊
)、

④
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
二

冊
・安
永
三
年
写
)、
⑤
叡
山
文
庫
本
二

冊
・写
)、
⑥
龍
谷
大
学
図
書
館
本
(二
冊
・江
戸
初
期
写
)
の
六
本
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
『要
抄
』
か
ら
歌
を
抄
出
し
、
さ
ら
に
名
所
と
と
も
に
詠
み

込
む
歌
語
等
を
注
記
し
た

『勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
抽
書
』
(以
下

『抽
書
』
)

な
る
本
が
あ
る
。
神
作
光

一
氏
が
か
つ
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
、
論
者
の

調
査
結
果
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
伝
本
は
、
先
に
挙
げ
た

『要
抄
』
と
さ
れ

て
い
る
も
の
の
う
ち
の
⑤
叡
山
文
庫
本
と
⑥
龍
谷
大
学
図
書
館
本
、
そ
し

て
、
⑦
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵

『勅
撰
名
所
和
歌
要
抽

書
』
(
一
冊

・
永
正
元
年
写
)
の
三
本
で
あ
る
。

 
ま
た
、
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
④
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
は
、

巻
十
九
、
二
十
の
み
の
、
『抽
書
』
と
は
全
く
形
式
の
異
な
る
抜
粋
本
で
あ

る
。

 
つ
ま
り
、
現
在

『要
抄
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
六
本
の
伝
本
の
う
ち
、

④
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
、
そ
し
て
、
『抽
書
』
で
あ
る
⑤
叡
山
文
庫
本

と
⑥
龍
谷
大
学
図
書
館
本
を
除
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
①
内
閣
文
庫
本
、

②
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
③
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
本
の
三
本
が
純
粋

の

『要
抄
』
と
い
う
こ
と
に
な
る

(そ
の
う
ち
、
完
本
は
内
閣
文
庫
本
の
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み

で
、
他

の

二
本

は
零
本

)
。

 

論
者

は
、

『
要
抄

』
並
び

に

『抽

書
』
の
調

査
報

告

の

一
環

と
し

て
、

「校

本

『
勅
撰
名

所

和
歌
要

抄
抽

書
』
」

と
題

し
、

『
抽
書

』

の
翻
刻

を

『藝

文

研
究

』

に
掲

載
中

で
あ

る

(
斯
道
文

庫
本

を
底

本

と
し

て
叡

山
文
庫

本

、

龍
谷

大
学

図
書
館

本

と
の
校

異
を
掲

出

し
た

も

の
)
。
本
稿

は
、
そ
こ

で
は

触

れ
な

か

っ
た

『
要
抄
』

諸

本
、
特

に
従

来
余

り
知

ら
れ

て

い
な

か

っ
た

内
閣

文
庫
本

以
外

の
諸
本

の
概

要
、

『要
抄

』
か
ら

『
抽
書

』

へ
の
抄
出

の

方
法

等
を
紹

介
論

述
す

る
も

の
で
あ

る
。

 

な

お
、
永

年

三
年

(
一
五
〇

六
)
、
宗
碩

に
よ

っ
て
編
ま

れ
た

『勅

撰
名

所
和

歌
抄
出

』
と

い
う
名

所
和

歌
集

(以

下

『抄

出
』
)
が
あ

る
。

こ
れ

は
、

渡
辺
守

邦
氏

に
よ

っ
て

『
要
抄

』

を
主
な

典
拠

と
し

て

い
る
こ

と
が
あ

き

ら

か
に
さ

れ
て

い
る
も

の
だ

が
、
山

、
川

な
ど

の
地

形
分
類

の
次

に
、

い

ろ

は
を
分
類

基
準

と
し

て
再
編

成

さ
れ

て

い
る
点
、

『
要
抄

』
収
録

範
囲

以

降

の
勅
撰
集

歌

が
増
補

さ
れ

て

い
る
点

で
、
同

じ
く

『要
抄

』

か
ら

の
抄

出
本

で
あ

る

『抽
書

』
と
異
な

っ
て

い
る
。
し

た
が

っ
て
、

『
抽
書

』
と

『
抄

出
』

と
は
直

接
的

な
関
係

は

な

い
と
考

え

て

い
る

の
で
、
本

稿

の
対
象

外

と

す
る
。

 

 
 
 

1

 

「
要

抄

』

諸

本

の

概

要

 
 
 
 
 
 

i

付
 
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
1

①

内

閣
文
庫

本
 

函
架
番

号

、

二
〇

二
/

一
四
八
。

 

〔室

町
末

〕
写
。

袋
綴

一
〇

冊
。

表
紙

、
改

装
黄
色

。

竪
三

二
・
一
糎

、

 

横

二
一二
・
七
糎

、
料
紙

、
斐

楮
交

漉
。

外
題

、
左

肩
題
籏

「勅

撰
名

所

 

和

歌
要
抄

 

一
之

二
(～

十

九
之

二
十

)
」
。
内

題
、

「
勅
撰

名
所

和
歌

要

 

 
 
 

 
 
 
 

終

 

抄

巻
第

一

(～

二
十

)
」
。

墨
付
、

第

一
冊

四
十

二
丁
、
第

二
冊
五
十

一

 

丁
、
第

三
冊

四
十
九

丁
、

第

四
冊

四
十
七

丁
、
第

五
冊

三
十

二
丁
、

第

六
冊

三
十
九

丁
、

第

七
冊
四
十

六

丁
、
第

八
冊

四
十

五
丁
、

第

九
冊

四

〇

丁
、

第

一
〇
冊

四
十

三
丁
、

字

面
高

さ
、
約

二
七

・
三
糎

第

一
冊

の
冒
頭

に
、

以

下

に
挙

げ

る
序

文

と
目
録

が
あ

る
。

〈
序

文
〉

(振

り
仮

名
を

省
略

し
、
私

に
句

読
点

を
付

け
た
。
)

 

夫
、

や

ま
と
う

た

は
、
事

、

わ
か
国

八
重

の
謁
吟

よ
り

お

こ
り

て
、

 

義
、

も

ろ

こ
し

二
南

の
雅

什

に
か
な

へ
り
。

神
代

の
し

わ

さ
、
年

ふ

 

り

ぬ
れ

と
も
、

当
世

の
も

て
あ

そ

ひ
日

々
に
猶
あ

ら
た

な
り

。
国

を

 

や

す
く

し
民

を
な

つ
る

ま

つ
り

こ

と
、
鬼
神

の
心

を
も

な

こ
め
、
夫

 

婦

の
契

を
も
あ

は

れ
と
思

は
す

る
な

か
た

ち
、
歌

に
す

き
た

る

は
な

 

し
。

し

か
あ

れ
は
、

久
堅

の
空

は
、

四

の
時

を

め
く
ら

し

て
、
煙
霞

 

風
月

の
望

心

に
あ

そ

ふ
。

あ
ら

か

ね

の
地

は
、
万

の
物

を

の
せ

て
、

 

泉

石
草
木

の
す

か
た
目

に
お
も

ふ
。
ち
り

ひ
ち

の
高

き

に

の
ほ
れ

は
、

 

鳥
獣

の
た

の
し

み
し
ら

れ
た

り
。

ち

い
ろ
ふ

か
き

に
の
そ

め
は
、

魚

 

竈

の
た

は

ふ
れ
見

つ

へ
し
。
た

く

み

の
力

を

か
ら
す
し

て

け

つ
り
な

 

せ
る
青
巌

の
か
た

ち
、
人

の
わ
さ

な
ら

さ
れ
と

も
染
な

せ

る
碧

潭

の

 

色
、

み
な
自
然

の
こ
と

は
り

と
し

て
各

造
化

の
功

を
な

せ

り
。
し

か

 

あ

る

の
み

に
あ

ら

す
、
林

の
鶯

、
沢

蛍
、

も

の

〉
色
を

そ

へ
て
友

と

 

ひ
き
、

ま

か
き

の
露
、

の

へ
の
雪
、

風
月

に
ふ
け
り

て
容

に
た

つ
さ

 

は
る
。

い
は

ん
や

又
花

に
む

か

へ
は
、
芳

野
、
泊

瀬

の
春

の
山
辺

、

 

か
せ

の
情
う

ち

に
う

ご
き
、
月

を

な

か
む
れ

は
、

さ
ら

し

な
、

を
は

 

す

て

の
秋

の
空

、
露

の
こ
と

は
ほ

か

に
あ

ら
は

る
。

お
ほ

よ
そ
行

て

 

見

ぬ

こ
ま
も

ろ

こ
し

の
さ

か
ひ
、
仏

の
お
は

し
ま
し
け

る
御

国

ま

て

 

も
そ

の
名
を

き

け
は
、

処

に

つ
け

た

る
幽
妙
境

に
ふ
れ
た

る
奇
絶

、

一15一



た

か
ひ

に
興

に
の
り

て
寄

と
も

の
あ

ら

は
る

〉
な
る

へ
し
。

こ
れ

に

よ
り

て
万

葉
集

よ
り

こ

の
か
た
十

八
代

の
勅

撰

を

ひ
ら

き

て
、

三
十

一
字

の
詠

寄
を

ひ

ろ
ひ
、

も
ろ

く

の
名

所
を
勒

し

て
部
類

を
な

せ

り
。

わ

か
ち

て
は
た

ま
き

と
す
。
名

つ
け

て
勅

撰
名
所

和
歌

要
抄

と

い
ふ
。

こ

ひ
ね

か
は

く
は
、

後
代
好

事
人

あ
ら

は
、

わ
か
心

さ
し

を

つ
き

て
た

つ
こ
と
な

か
れ
、

と

て
し

る
し
を
き

ぬ

る
こ
と

に
な

む
あ

り

け
る

と

い

へ
り
。

〈
目
録
〉

第

一

第

二

第
三

第
四

第
五

第 第 第
八 七 六

第 第 第
十 十 九

山
 
山
城
国

山
 
大
和
国

山
 
大
和
国

江
国

山
 
東
海
道

海
道

嶺
 
嵩
 
根

氷
室
 
炭
竈

池
 
堤
 
沼

河
 
山
城
国

河
 
河
内
国

畿
七
道

津
 
泊
 
淀

浦
 
摂
津
国

浦
 
北
陸
道

イ
F
 
奈
太

河
内
国
 
摂
津
国
 
和
泉
国
 
東
海
道
 
近

北
陸
道
 
山
陰
道
 
山
陽
道
 
南
海
道
 
西

齢 彊 岳
国 国 窟 道杣

林
 
隈
 
坂
 
澤
 
井
 
水
 
湯

岸

原

同
前

七
道
諸
国
 
河
原
 
渕
 
瀬
 
五

湊

海

同
前

和
泉
国
 
東
海
道
 
東
山
道

山
陰
道
 
山
陽
道
 
西
海
道

輪
田

五
畿
七
道

南
海
道
 
渡

第
十
二

第
十
三

第
十
四

第
十
五

第
十
六

第
十
七

第
十
八

第
十
九

第
廿

城 宮 社 都 橋 国 野 洲 興
外 中
別 寺 宮 道 郡 牧 埼 嶋
業 京  付 

中 厘 嬰関 里 回礒 濱
漢 目I」口  目ll
土 蕩 園 市 村 潟 塩

杢 萎 杜 卵 江.

竈

同
前

 

 
 

同
前

同
前

同
前

な
お
、
巻
六
の
終
わ
り
に

 
 
貞
治
二
年
八
月
廿
三
日
書
写
了

巻
十
四
の
終
わ
り
に

 
 
康
安
二
年
七
月
十
五
日
於
播
州
東
河
庄
書
写
之
干
時
/
残
暑
拭
汗
涼

 
 
風
受
膚
偏
是
加
筆
功
勧
学
智
懇
/
丹
無
弐
之
至
不
可
勝
斗
而
己
/
前

 
 
八
座
羽
林
藤
朝
臣
在
判

と
あ
る
。
井
上
宗
雄
氏
は
こ
れ
に
関
し
て
「
(八
座
羽
林
藤
朝
臣
は
)
小
倉

実
名
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
書
写
者
で
あ
っ
て
編
者
で
は
な
い
。
編
纂

者
は
不
明
」
と
述
べ
ら
れ
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

 
そ
の
ほ
か
、
内
容
の
詳
細
は
諸
先
学
の
御
論
考
を
参
照
願
い
た
い
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
本
 
函
架
番
号
、
柳

一
二
六
〇
。

 

〔江
戸
前
期
〕
写
。
巻
子
本

一
軸
。
表
紙
、
薄
茶
色
波
形
刷
毛
引
。
料

 
紙
、
斐
楮
交
漉
紙
。
外
題
、
上
部
に
霞
と
群
翔
千
鳥
と
波
、
中
部
に
卍

 
繋
ぎ
の
模
様
の
あ
る
薄
朱
色
地
の
題
籏

「勅
撰
名
所
和
寄
要
抄
第
十
九

一16



継
京
」
。
内

題
、

「
勅
撰

名
所

和
歌

要
抄

巻
第

十
九

」
。
綴

じ
穴
と
中

央

に

縦

の
折
目

の
あ

る
竪

二
四

・
七
糎

、

横
三

五

・
八
糎

の
紙

を
三
十

四
枚

つ
な
げ
、

裏
打

ち
が
施

さ

れ

て

い
る

の
で
、

元

は
毎
半
葉

十
行

の
袋
綴

三

十

四
丁

分

で
あ

っ
た
も

の

で
あ

る
こ

と
が
わ

か
る
。
字

面
高

さ
、
約

二
〇

・
六
糎
。
大

部

分

に
押

界

が
あ

る
。

巻

十

九
だ

け
の
零
本

。
内

閣
文

庫
本

に
あ

る
よ
う

な
お
び

た
だ
し

い
振

り

仮

名

は
、

ほ
と
ん

ど
な

い
。
内

閣
文

庫

本

と
比

べ
る
と
、
歌

の
出

入
は

な

い
が

、
作
者
名

が
落

ち

て

い
た
り
簡

略

化
し

て

い
た
り
す

る
ほ

か
、

語
句

の
脱
落

や
異

同
も

い
く

つ
か
見
ら

れ

る
。
な

お

「
亭

子
院
」

の
項

目

に
、

 

 

詠
歌

一
曲
奏
水

閣

之
秋
声

 

 

盃
献
数
行

促
花

池

之
夜
宴

 
菅

淳

茂

と

い
う
、
内

閣
文
庫

本

に
な

い
部
分

が

あ

る
。

こ
れ
は
、

『
本
朝
文

粋
』
巻

第

八
の

「
八
月
十

五
夜
侍

亭

子
院

同
賦

月
影
満

秋
池

鷹
太

上
法
皇

製
 
菅

淳
茂

」

か
ら

の
引

用

で
あ

る
。

『要

抄
』

に
は
、

ほ
か

に
も

『本
朝

文
粋

』

か
ら

の
引
用

が
多

く
見

ら
れ

る

の
で
、

こ
の
部
分

は
、
書
陵

部
本

の
方

が

原
本

に
近

く
、
内

閣
文
庫

本

で

は
脱
落

し

た
も

の
だ
と
思

う
。

③

北
海

学
園

大
学

図
書
館

本

(北
駕

文

庫
)

函
架
番

号
、

文
⑨

・
珊
。

 

〔
江
戸
初

期
〕
写

。
袋

綴

二
冊
。

表

紙
、
改

装
丁

子
色
布

表
紙

(但

し

 

剥
落

が
多

い
)
。

竪

二
七

・
○
糎

、
横

一
八

・
九
糎

。
料
紙

、
斐

楮
交

漉

 

紙

。
外
題

、
左
肩

に
打

付
書

「勅

撰

名
所
和

歌
要

抄

(下
)
」
。

内
題

、

 

「勅

撰
名

所
和
歌

要
抄

巻
第

=

～

四
)
〈
上

冊
〉
、
(五
～

八
)
〈
下
冊

〉
」
。

 

見

返
し
、
紺
地

金

銀
切
箔

。
毎

半

葉
、
十
六

行
。
墨
付

、
上
冊

九
〇

丁
、

 

下

冊
九
十

二
丁

。

 
上

冊
見

返

し

に
、

金
砂

子
散

ら

し
斐
紙
題

籏

「勅

撰
名

所
和

歌

要
抄

上
」

が
貼

付

さ
れ

て

い
る
。
上

下
冊

と
も

改
装
表

紙
を
覆

う

丁
子
色

薄
裂

に
題

籏
剥

離

の
痕
跡

が

あ
る

が
、
題

簸
自
体

は
本

文
書
写

と

同
時

期

の
も

の
な

の
で
、

そ
れ

は
元
表

紙

に
あ

っ
た

も

の
だ

と
思
う
。

 
巻

一
～

八

ま

で
の
零
本

。
お
そ
ら

く

四
人

に
よ
る
ほ

ぼ
同
時

期

の
書
写

。

内
閣

文
庫

本

と
同
様

、
冒

頭

に
序
文

と
目
録

が

あ
る
。

た
だ

し
、
序

文

に

は
、

ほ

ぼ

一
行

分

の
脱
落

が
あ

る
。

ま

た
、
内
閣

文
庫
本

に
は
、
各

巻

の

終

わ
り

に

コ

校

了
」

と
あ

る
が
、

北
海

学
園
本

に
は
全

く

な

い
。

 
内

閣
文

庫
本

の
作

者
名

に
は
実

に
細

か
く
振

り
仮
名

が
施

さ
れ

て

い
る

が
、

北
海

学

園
本

に
は

ほ
と

ん
ど

な

い
。

さ
ら

に
、
た

と
え
ば

、
内

閣
文

庫
本

で

「
源
俊

頼
朝

臣
」

「
前
大

納
言

為
家

」
と
あ
る

の
が
、
北

海

学
園
本

で
は

「
俊

頼
」

「
為
家

」
と
な

っ
て

い
る

よ
う
な

形

で
、
大

部
分

が
簡

略
化

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
中

に

は
、

「
法

性
寺

入
道
関
白

家

三
川
」
と
あ

る

べ
き

と

こ

ろ
が
、

「
法
性

寺
入

道
」
と
略

さ
れ

て

い
る
よ
う
な

、
不
都

合

な
も

の

が

い
く

つ
か
あ

る
。

 

歌
数

が
、

内
閣
文

庫

本

(巻

一
～

八
)
三

八
三
七
首

に
対

し

て
、

三
八

二
三
首
。
内
閣

文
庫

本

に
あ

っ
て
北

海
学

園
本

に
な

い
歌
は

一
六
首

あ

る
。

こ
れ

は
単
純

な
脱
落

で
あ

ろ
う
。

漠
た

る
印
象

だ
が
、

内
閣

文
庫

本

と
比

べ
る
と
、

北
海

学
園

本

は
書
写

態
度

が
少

々
雑

で
あ

る
。
北
海

学

園
本

に

あ

っ
て
内

閣

文
庫
本

に
な

い
歌

は
二
首
。

そ

の
二
首
を

見
る

と
、

ま
ず

、

巻
第

一

「
山

」
部

、
山

城
国

の
最
後

に
、

 

件

林

相

模

国
鯨
綾

郡

 
 

こ

》
に
た

に
身

に
も
あ

は

れ
は
し

ら

れ
け
り
鴫
立

澤

の
秋

の
夕
暮

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

西
行
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と
あ

る
。

こ
れ

は
、

分
類

か
ら
言

っ
て
こ

こ
に
入

る

べ
き

で
は
な

い
。
し

か
も

、
あ

ま
り

に
も
有
名

な

こ
の
西
行

の
歌

と

「件

林

」
と

の
結
び

つ
き

は

な
く
、

「
ゆ

る
き

の
杜

」

は
近

江
国

の
歌
枕

で
あ

る
。

強

い
て
言

え
ば

、

『西

行
物
語

』

の
よ
う

に
、

こ
の
歌

を
相
模

国

で

の
詠

と
す

る
伝

承
と
、

「
鯨

綾
郡

」
と

「
ゆ
る

き
」

の
近
似
性

と

が
混
合

し

て
、

こ
の
よ

う
な
間

違

い
が
生

ま
れ

た

の
か
も
し

れ
な

い
が
、

と

に
か
く
、

『
要
抄
』
編
纂

者

の

極

め
て
厳
密

な
態
度

と

は
相
入

れ
な

い
も

の
で
、

こ
れ

は
、

お
そ

ら
く
、

原
本

に
は
な
く
、
書

写

の
段

階

で

(北

海
学

園
本
書

写
者

の
手

に
よ
る
も

の
か
ど
う

か
は

わ
か
ら
な

い
が

)
、
他
資

料

に
よ

っ
て
加

え
ら

れ
た

も

の
だ

と
思

う
。

 
も

う

一
つ
は
巻
第

三

「
山

」
部
、
相

模
国

、

「
足
柄
山

」
の
地

名

の
下

に

 
 

あ
し

か
ら

の
さ
か

み

に
ゆ

か
ん

王
鏡

箱
根

の
山

に
あ

け

ん
あ

し
た

に

と
あ

る
。

こ
れ

は
、

「
足
柄

山
」
で
は
な

く
、
前

の
項

目

の

「
筥
根

山
」
の

例
歌

と
し

て
挙
げ

て

い
る

の
か
も
し

れ
な

い
。

い
ず
れ

に

せ
よ
、
地

名

の

下

に
和
歌

を
書
く

と

い
う

こ
と
は
、
他

の
箇

所

に
は
見

ら
れ

な

い
こ
と

で

あ

る
。

さ
ら

に
、

こ

の
歌

は
、

『
新
編

国
歌
大

観
』

で
見

る
限

り
、

『
万
葉

集
』
や
勅
撰
集

に
は
な

い

(
『
人
丸
集

』
二
五
〇

に
見
え

る
。

た
だ

し
、

三

句

が

「
た
ま
く

し
げ

」
)
。

し
た

が

っ
て
、

こ
れ

も
、
書

写

の
段

階

で

の
増

補
だ

と
思

う
。

④

京

都
府

立
総
合
資

料
館

本
 

函
架
番

号
、

特

八
三

】
⊥

二
二
。

 

安

永

三
年

(
一
七
七

四
)
写
。

仮
綴

一
冊

。
竪

二
七

・
六
、

横

一
九

・

 

訊

鯉
。
料

紙
、
楮

紙
。
表

紙

、
本
文

共
紙

。
外
題

、
中

央
打

付
書

「
勅

 

撰

名
所
和

歌
」
。
内
題

、
「
勅
撰

名
所

和
歌

」
。
遊

紙
、
前
後

一
丁
。
墨
付

、

 

二

一
丁
。
毎
半
葉

、

=

二
行

。
字

面
高

さ
、
約

二
〇

・
二
糎

奥
書
は
以
下
の
通
り
。

 
 
安
永
三
年
十
二
月
十
三
日
夜
以
京
極
宮
御
本
抜
萃
畢

梶
騎
鰍
齢
蔚
/
和

 
 
歌
依
無
益
除
之
候
今
出
川
中
納
言

實
種
卿
同
所
持
之
由
被
示
候
/
日

 
 
野
中
納
言

紀
光
卿
同
所
持
云
々
於
今
出
川
本
者
可
被
借
送
由
被
仰

 
 
候
/
亀
山
院
勅
撰
也
云
々
 
太
宰
権
帥
藤
原
公
麗

 
 
 
 
嘉
元
三
九
十
五
崩
五
十
七

 

「藤

原

公
麗
」

と

は
、

い
わ
ゆ

る
滋

野
井

公
麗

(享
保

一
八
嵩
ω
ω
1
天

明
元

嵩
。。
一
)。

ま

た
、

「
日
野
中

納
言

紀
光

卿
」

と

は
、
同

じ
く

柳
原

紀
光

(延
享

四

嵩
ミ

i
寛

政

一
二
一
。。
O
O
)

の
こ

と
な

の
で

「
日
野

中
納

言

紀
光

卿
同

所
持

云

々
」

と
あ

る

の
は
、
前

述

の
②

宮

内
庁

書
陵
部

本

の
こ
と

で

あ

る
可
能
性

が
高

い
。

 
前
述

の
と
お
り

、

こ
れ
は
巻

十
九

、

二
十

の
み

の
零
本

で
、

宮
中

・
京

中

と
城

外
別

業

の
部

に
あ
た

る
。
公

麗

が

「和

歌
依

無
益

除
之

候

」

と
書

い
て

い
る
と

お
り
、
内

閣
文
庫

本

の
該
当

部

分

の
歌

数

が

一
九

四
首

で
あ

る

の

に
対

し

て
、

わ
ず

か

に
二
首

で
あ

る
。

ち
な

み

に
、

内
閣

文
庫

本

の

該
等

部
分

の
地
名

数

一
九
〇
箇

所

に
対

し

て
、

一
八
二
箇

所

で
あ

る
。

 
全
体

的

に
、

か
な
り

乱
暴

な
書

き
方

で
、
短

時
間

の
う
ち

に
急

い
で
書

写

し
た

と

い
う
印

象
を

受
け

る

(奥

書

の

「内

々
借

送
候

」

と
あ

る

た
め

か
)
。

 
先

に

『抽

書
』

と

は
全

く
形

式

の
異

な
る
抜

粋
本

と
述

べ
た
が
、

そ

の

方
法

を

い
く

つ
か
例
を

挙
げ

て
見

て

い
く
。

ま
ず
、

「
萩
戸

」

の
項

目

は
、

内
閣

文
庫

本

で
は
、

萩
戸

 
 

 
 

元
鷹
中

殿

の
宴

に
草
花
露

と

い
ふ
事
を

よ
ま

せ
給

け

る

 
続
後
拾

 
 

露
よ

り
も
猶

こ
と
し

け
し
萩

の
戸

の
あ

く
れ

は

い
そ
く

あ

さ
ま

つ
り
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こ
と
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御

製

と
あ

る
が

、
資
料

館
本

は
、

「
萩
戸

」
と

い
う
名

を
記

す

の
み

で
あ

る
。

ま

た
、

「
堀
河

院
」
の
項
目

は
、

内
閣

文
庫
本

で
は
、

「
二
条
南

堀
河
東

」

「
昭

宣
公

忠
義

公
伝
領

」
等

の
場

所

の
説
明

の
後

、
曽
根

好
忠

の
歌
を

一
首
挙

げ
、

さ
ら

に
、

「
大
鏡

云
」
と
し

て
、
長

々
と
引

用
が

続
く

の
だ

が
、
資
料

館
本

で
は
、
場
所

の
説

明

は
あ

る
も

の

の
、

歌
を
省

き
、

『
大
鏡

』
の
引

用

は

「
大
鏡

云
昭
宣

公
御

家

は
堀
河

院
閑
院

と
に
住

せ
給

し
を
下
略

」

と

い

う

よ
う

に
ほ
と

ん
ど
省

略

し
て

い
る
。

 

こ

の
よ

う

に
、

資
料

館
本

で
は
、
地
名

と

場
所

の
説
明

は
あ

る
が
、

和

歌

や
資
料

の
引

用

の
大

部
分

が
省

か

れ
て

い
る

の
で
あ

る
。

 

た
だ

し
、
内
閣

文
庫

本

と

の
異

同

で
、

資
料

館
本

の
方

が
正

し

い
語
句

も

い
く

つ
か
あ

る
。

ま
た
、

「
淳
和

院
」

の
項

目

に
、

 
 

軒
濫

重

々
碧

波
亭

之
溝

不
異

 
池
塘

砂

々
青
草

湖
之

様
相
同

と

い
う
、

内
閣
文

庫
本

に
も
書
陵

部
本

に
も

見
ら

れ
な

い
箇

所

が
あ

る
。

こ
れ
は
、

『
本
朝

文
粋

』
巻
第

八

の

「
晩
秋

遊

淳
和
院

同
賦

波
動
水

中

山

源

順
」

か
ら

の
引

用

で
あ

る
。
奥

書

に
公
麗

が
元

に
し

た
と
あ

る

「京

極

宮

本
」
に
も

こ
の
部
分

は
あ

っ
た

は
ず

で
、

そ
れ

に
関
し

て
言

え
ば
、

「
京

極

宮
本
」

の
方

が
原
本

に
近

く
、

内
閣

文
庫

本

と
書

陵
部

本

で
は
脱

落
し

た

の
だ

と
思
う

。

2

「抽
書
」
諸
本
の
概
要

⑤
叡

山
文

庫
本
 

函
架

番
号

、
真

如
/

外
典

/
五

一
/

一
五
/

外

三
二

一

 
慶

長

五
年

(
一
六

〇
〇
)
写
。

袋
綴

一
冊

。
竪

二
五

・
二
糎
、

横

一
九

・

 

四
糎
。
料
紙

、
楮
紙

。
表

紙
、
茶
色

渋
引

。
内
題

、
「勅

撰
名

所
和

歌
要

 

抄
抽
書

」
。
墨
付

、

一
二
一二
丁
。
毎
半

葉
、

一
〇
行
。
字

面
高
、
約

二
〇

・

 
四
糎
。
総
歌
数
九
八
六
首

奥
書
は
左
記
の
通
り
。

 
 
行
歳
七
十
四
書
之
/
慶
長
五
年
五
月
三
日

花
開
斎
永
無

(花
押
)

⑥
龍

谷
大

学

図
書
館

本
 

函
架

番
号

、
九

一

一
/

二
〇

八
/

七

四

 

〔江
戸

初
期

〕
写

。
袋

綴

二
冊
。

竪

二
六

・
八
糎
、

横

二
〇

・
六
糎

。

 

料
紙

、
斐
楮

交
漉

紙
。

表
紙

、
後

補
薄

紺
色
。

外
題

、
左

肩
打

曇
題

策

 

「
勅
撰

名
所

和
歌

抄
上

(下

)
」
。
内

題
、

「
勅
撰

名
所
和

歌

要
抄
抽

書

上

 

(下

)
」
。
毎

半
葉

、

一
二
行

。
字

面
高

、
約

二

二

・
九
糎

。
総

歌
数

九

 

六
六
首

。

⑦
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
本
 
函
架
番
号
、
〇
九

一
/

 
ト
四
五
/

一
。

 
永
正
元
年

(
一
五
〇
四
)
写
。
袋
綴

一
冊
。
竪

二
七
・○
糎
、
横
二
二
・

 
二
糎
。
料
紙
、
斐
楮
交
漉
紙
。
表
紙
、
深
標
色
雲
母
引
。
外
題
、
表
紙

 
左
肩
打
付
書
「勅
選
名
所
和
歌
集
」。
内
題
、
「勅
撰
名
所
和
歌
要
抽
書
」。

 
墨
付
、
七
六
丁
。
毎
半
葉
、

一
四
行
。
字
面
高
、
約
二
四

・
六
糎
。
総

 
歌
数
九
四
六
首
。

奥
書
は
左
記
の
通
り
。

 
名
山
秀
水
之
布
干
六
十
鯨
州
也
奇
言
/
妙
語
之
発
干
三
十

一
字
也
境
以

 
人
重
/
人
以
重
人
境
相
得
而
後
道
顕
 
今
覧
/
斯
集
挙
志
磯
志
摩
之
勝

 
概
而
記
/
珍
花
奇
藻
乃
詞
皆
撰
古
今
玉
葉
千
載
拾
遺
等
集
以
大
成
日
/

 
勅
撰
名
所
和
歌
要
抽
書
凡
有
意
子
/
吟
詠
者
遊
目
於
薙
融
神
於
薙
事

 
与
/
理
混
境
与
智
合
在
内
之
妙
其
与
誰
語
焉
」
鳴
呼
歌
宣
易
道
乎
哉
/

 
永
正
元
年
甲
子
菊
月
良
辰
唯
休
道
人
書
之
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右

に
よ

れ
ば

、
永
正

元
年

に
唯
休
道

人

な

る
人
物

が
書
写

し

た
と

い
う

こ
と
だ

が
、
彼

自
身

で

「
勅

撰
名
所

和
歌

要
抽
書

」

と
書

い
て

い
る

と

こ

ろ

か
ら
、
親
本

の
段

階

で
す
で

に

「
勅
撰

名
所

和
歌
要

抽
書

」

と
あ

り
、

彼

は

『
抽
書
』

が

『
要
抄
』

の
抄
出

で
あ

る
こ
と
を
知

ら

な

か

っ
た

と
考

え
ら

れ
る
。

 

そ

の
他
、

『
抽
書

』
の
内
容

上

の
詳

細

は
、
前
述

の
拙

稿

を
御
参

照
願

い

た

い
。

 
 
 
 
3
 

「
要
抄
」

か
ら

「
抽

書
」

の
抄

出
方

法

 
前
述

の
と
お
り
、
『要
抄
』
は
七
七
〇
七
首
と
い
う
大
分
な
も
の
で
、
『抽

書
』
は
、
九
四
六
首
で
あ
り
、
約
八
分
の

一
で
あ
る
。
そ
の
抄
出
方
法
に

つ
い
て
、
以
下
見
て
い
く
。
具
体
例
と
し
て
、
「山
」
部
、
山
城
国

「深
草

山
」、
同
じ
く
摂
津
国

「有
馬
山
」
を
挙
げ
る
。

A
『要
抄
』

深
草
山
 
同
郡

 
 
 
堀
河
の
お
ほ
き
お
ほ
い
う
ち
き
み
本
朝
関
白
始
誰
口写昭
白日…公
寛
平
三
年
正
月

 
 
 
士
二
日
莞
か
く
れ
給
て
深
草
山
に
お
さ
め
奉
り
け
る
時

 
う
つ
せ
み
は
か
ら
を
見
つ
》
も
な
く
さ
め
つ
深
草
山
に
煙
た
に
た
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
僧
都
勝
延

 
深
草
の
山
の
桜
し
心
あ
ら
は
こ
と
し
は
か
り
は
す
み
そ
め
に
さ
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
野
峯
雄

拾
遺
 
夏
く
れ
は
深
草
山
の
郭
公
な
く
声
し
け
く
成
ま
さ
る
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読
人
不
知

同 
ふ
か
草
や
竹
の
は
山
の
夕
霧
に
人
こ
そ
み
え
ね
う
つ
ら
な
く
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
従
二
位
家
隆

 
深
草
の
山
の
紅
葉
に
こ
の
秋
は
歎
の
色
を
そ
へ
て
こ
そ
見
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前
中
納
言
継
親

 
ふ
か
草
の
山
の
す
そ
の
》
あ
さ
ち
ふ
に
夕
風
さ
む
み
う
つ
ら
鳴
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寂
超
法
師

 

『抽
書
』

深
草
山
 
同
郡
 
 〔空
蝉
 
桜
 
竹
の
は
山
 
紅
葉
〕

 
夏
く
れ
は
深
草
山
の
ほ
と
〉
き
す
鳴
声
し
け
く
な
り
ま
さ
る
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読
人
不
知

 
ふ
か
く
さ
の
山
の
す
そ
の
〉
あ
さ
ち
ふ
に
夕
か
せ
さ
む
み
う
つ
ら
鳴
な

 
 
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寂
超
法
師

B『要
抄
』

有
馬
山
 
有
馬
郡
 
書
様
 
延
喜
式
有
馬
有
間
両
説
也
 
万
葉
有
間

 
 
延
喜
式
第
九
神
名
巻
上
日
摂
津
国
有
馬
郡

 
 
湯
泉
神
社
 
名
神
大
祈
年
 
有
馬
神
社
 
祈
年

 
し
な
か
と
り
ゐ
な
の
を
ゆ
け
は
あ
り
ま
山
夕
霧
た
ち
ぬ
宿
は
な
く
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
丸

 
あ
り
ま
山
ゐ
な
の
さ
〉
原
風
ふ
け
は
い
て
そ
よ
人
を
わ
す
れ
や
は
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
弐
三
位

 
 
後
白
河
院
し
の
ひ
て
御
幸
侍
け
る
時
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め
つ
ら
し
き
み
ゆ
き
を
み
わ
の
神
な
ら
は
し
る
し
あ
り
ま
の
い
て
ゆ
な

 
ら
ま
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

按
察
使
資
賢

 
 
か
の
温
泉
に
は
三
輪
明
神
の
お
は
し
ま
す
に
や

 
と
ま
る

へ
き
か
た
や
い
つ
こ
に
あ
り
ま
山
宿
な
き
の
へ
夕
く
れ
の
雨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
院
御
製

続
後
拾

 
あ
り
ま
山
ゆ
ふ
こ
え
暮
て
旅
衣
そ
て
に
露
ち
る
ゐ
な
の
さ
〉
原

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前
大
納
言
俊
定

『抽
童
鉾

有
馬
山

・
〔猪
名
野
 
宿
な
き
野
辺
〕 

書
様
艇
糖
眠
硝
輪
鮪
醐

 
 
後
白
河
院
忍
て
御
幸
侍
け
る
と
き

 
め
つ
ら
し
き
御
幸
を
三
わ
の
神
な
ら
は
し
る
し
あ
り
ま
の
出
湯
な
ら
ま

 
し
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
按
察
使
資
賢

 

A
B

と
も
、
傍

線
部

を
見

て

い
く

と
、

『抽

書
』
の
地
名

の
下

の
歌

語

の

注

記
は
、

『
要
抄
』
の
例

歌

に
含

ま

れ

る
も

の
で
あ

り
、

し

か
も
、
順

番
が

一
致
し

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。

そ
し

て
、

注
記

の
歌
語

を
含

ま
な

い
歌

の
中

か
ら
、

『抽
書

』
の
例
歌

が
選
ば

れ
て

い
る
。

歌
語

の
注

記
は
す

べ
て

の
地
名

に
あ

る
訳

で
は

な

い
が
、

『
要
抄

』
で
例

歌

が
多

く
挙
げ

ら
れ

て

い

る
と
こ
ろ
、

つ
ま
り
重

要
な
歌

枕

に
は

だ

い
た

い
あ
り
、

以

上

の
よ

う
な

こ
と
を
原
則

と

し
て

い
る
。

 

地
名

の
説

明

で
は
、

B

に
あ

る
よ
う

に
、

「
書
様

」
、

つ
ま

り
、
諸

資
料

間

の
漢
字
表

記

の
異
同

を
あ
げ

た

部
分

は
、
そ

の
ま
ま
採

ら

れ
て

い
る
が
、

『
延
喜

式
』

の
神
名

の
よ
う

な
、

比
較
的

和

歌

に
関

係

の
薄

い
も

の
は
省

か
れ
る
傾
向

が
あ

る
。
そ

の
他
、
た

と
え
ば

、
「
池
」
の
部
、
下
総

国
、
「
勝

問

田
池

」

の
項

目

で
、

『
要
抄

』

に
、

「
八
雲
御

抄
井

範
兼
卿

五
代

集
寄

枕

下

総
国

云

々
傍

當

国
載

之
清
輔

抄

美
作

云

々
彼

国
在

勝

田
郡

其
所

池
歎

可

決

之
」

と
あ

る
よ

う
な
、

諸
資

料
間

の
地

名

の
所
在
地

の
異

同
を

あ
げ

た

部

分
は

、
や

は
り

『抽

書

』
に
も
採

ら

れ

て
お
り
、

「
書
様

」
と
合

わ

せ

て

考

え

る
と
、
和

歌

に
関

わ

る
地

名

の
知
識

と

し

て
の
重
要
性

が
採

否

の
基

準

に
な

っ
て

い
る

よ
う

だ
。

 

『
抽
書

』
の
歌

語

の
注
記

に
関

し

て
付

け
加

え

た

い
。

「
山
」
部

、

山
城

国
、

「
大

原
山

」

の
注
記

に

「
こ

〉
う

さ
し
 

比
良
」

と
あ

る
。

「
こ

〉
う

さ

し
」
を
含

む
歌

は

『
要
抄

』
の
例

歌

に
あ

る
が
、

「比

良
」
を
含

む
歌

は
、

内
閣

文
庫

本

に
も
北

海
学

園
本

に
も
見

え
な

い
。
「
大

原
山
」

と

「
比
良

」

を

詠

み
込
ん
だ

歌

に
は
、

た

と
え
ば

、

『
新
勅

撰
和
歌

集
』
四

一
五

の
西

行

の 
 

お
ほ
は

ら
は

ひ
ら

の
た

か
ね

の

ち
か
け

れ
ば

ゆ
き

ふ
る

こ
と
を

お
も

 
 

ひ
こ
そ

や
れ

と

い
う
有

名

な
歌

が
あ

る
。

こ

の
歌

に
限

る
わ
け

で
は
な

い
が
、

『抽
書

』

編
纂

者

の
も

と

に
し
た

『要
抄

』

に

は
、

こ
の
歌

の
よ
う

に
、

「
大
原

山
」

と

「
比

良
」

を
詠

み
込

ん
だ
歌

が
含

ま
れ

て

い
た
、

と
考
え

て
よ

い
と
思

う

。

 

こ

の
よ
う

な
例

は

い
く

つ
か
あ

り
、

ま
た
、

山
城

国

の
「
西

川

」
、
近

江

国

の

「
真

野
浦

」
、
但

馬
国

の

「
二
見
浦

」
、
摂

津
国

の

「
浦
初

島

」
、
信

濃

国

の

「久

米
路

橋
」
、
大
和

国

の

「藤

原
都

」
は
、
内

閣
文
庫
本

の

『要
抄

』

に
は
な

く

『抽

書
』

に
は
挙
げ

ら

れ

て

い
る
地

名

で
あ

る
。

こ
れ
ら

も
、

『
抽
書

』
編
纂

者

の
元

に
し
た

『
要
抄

』

に
は
あ

っ
た

と
思

う
。

 

こ
う

い

っ
た

こ
と

か
ら
、

現
在
完

本

が
内

閣
文
庫

本
し

か
知

ら
れ

て

い

な

い

『要

抄
』
の
研
究

に
お

い
て
、

『抽

書

』
が
重
要

な
資
料

に
な
る

と

い
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え

る

だ

ろ

う

。
お
わ
り
に

 
現

段
階

で
は
、

『要

抄
』
に

つ
い
て
言

え
ば

、
唯

一
の
完

本

で
あ

る
内
閣

文
庫

本
が
、

内
容

の
上

か
ら
も
最

善
本

で
あ

る

こ
と

の
再
確
認

以

上

の
成

果

は
少
な

い
が
、
他

の
諸

本
、
あ

る

い
は

『
抽
書

』

と

の
比
較

に
よ
り

、

そ

の
誤
脱
等

を
知

り
得

た
。
本
稿

で
は
、

そ

の

一
端

と
諸

本

の
概
要

の
紹

介

に
留
め
、

内
容

の
細

か

い
検
討

は

、
別

の
機
会

に
譲

る

こ
と

に
し
た

。

 

と
こ
ろ

で
、

『要
抄

』
を
主

な
曲
ハ拠

と
し
た

『抄

出
』
な

る
名

所
和

歌
集

が
あ

る
と
、

先

に
述

べ
た
が
、
室

町
後

期

に
『
要

抄
』
を

典
拠

に
、

『
抽
書
』

『抄
出

』

と

い
う

二

つ
の
異
な

っ
た
抄

出
本

が

つ
く
ら

れ
た

と

い
う

こ
と

自
体

は
重
要

で
あ

ろ
う
。

そ
れ

は
、

と
り
も

な

お
さ
ず

、
そ

の
時
期

に
お

い
て
、

『要
抄

』
が
名

所
和

歌

の
資

料

と
し

て
重
視

さ

れ
て

い
た

こ
と
を

示

し

て

い
る
。

 
 
『
要
抄
』

の
高

い
価
値

は
、
諸

先

学
が

つ
と

に
指
摘

さ

れ
て
き

た
が

、

研
究

が
盛

ん
で
あ

る
と

は
言

い
が
た

い
。

そ
う

い
う
状

況

で
あ

る

の

で
、

本
稿

が

『要

抄
』
研

究

に
少

し
で
も
寄

与

す
る

こ
と
が

あ

れ
ば

幸

い
で
あ

る
。

(4
) 

「勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
の
成
立
」

 
三
年
三
月
)

7圭 一65
)目 一))
 L』

(
『大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』

一
九
七

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
 
南
北
朝
期
』
(
一
九
六
五
年
 
明
治
書
院
)

注

(2
)
(5
)
の
両
氏
の
御
論
考
以
外
に
は
吉
田
幸

一
氏

『和
泉
式
部
研
究

(
一
九
六
七
年
 
古
典
文
庫
)、
佐
々
木
忠
慧
氏

「内
閣
文
庫
蔵
の
歌
枕
関
係

(『宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』

一
九
七
〇
年
三
月
)
が
あ
る
。

内
閣
文
庫
本
で

「
…
国
を
や
す
く
し
民
を
な
つ
る
ま
つ
り
こ
と
、
鬼
神
の
心

 
を
も
な

こ
め
、
夫
婦

の
契
を

も
あ

は
れ
と
思
は
す
る
な

か
た

ち
…
」

と
あ
る
と

こ

 
ろ

の
傍
線
部
が
、
北
海
学
園
本

で
は
、
脱
落
し

て
い
る
。

(8
) 

本
文

は
内
閣
文
庫
本

に
拠

る
。

(9
) 

本
文

は
慶
應

義
塾
大
学
附
属
研
究

所
斯
道
文
庫
本

に
拠

る
。

な
お
、

〔

〕
の

中

の
歌
語

の
注
記
は
、
叡
山
文
庫
本
、
龍

谷
大
学
本
で
は
、
例
歌

の
後

に
書
か
れ

 
て
い
る
。
詳
細
は
、
注

(3
)

の
拙
稿

を
参
照
さ
れ
た

い
。

(10
) 

叡
山
文
庫
本
、
龍
谷
大
学
本

に
は

「有
馬
郡
」
と
あ
る
。

(11
) 

本
文
は

『新
編
国
歌
大
観
』

に
拠

る
。

〔付
記
〕

 

最
後
に
、
御
所
蔵
本
の
調
査
を
御
許
可
下
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所

斯
道
文
庫
、
内
閣
文
庫
、
叡
山
文
庫
、
龍
谷
大
学
図
書
館
、
京
都
府
立
総
合
資
料

館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
の
関
係
者
各
位
、
並
び
に
、

御
助
言
を
賜

っ
た
斯
道
文
庫
研
究
員
各
位
、
慶
應
義
塾
大
学
中
世
文
学
研
究
会
々

員
各
位
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

一22一

 

注(1
) 

な
お
、
平
成

三
年
度
中
世
文
学
会
春
季
大
会

(於
白
百
合
女

子
大

学
)
の
展

 
観
資
料

の
中

に
個
人
蔵

の
「勅
撰
名
所

和
歌
要
抄
巻
第
十
九
 
写
本

一
冊
」
が
あ

っ

 
た
が
、
未
調
査
で
あ
る
。

(2
) 

「
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
と
平
安
和
歌
-
内
閣
文
庫
本

の
検
討
序
説

1
」)

『国

 
語
と
国
文
学
』

一
九
七
〇
年
四
月
)

(3
) 

(上
)
は

『藝
文
研
究
』
第
六
十

一
号

(
一
九
九
二
年

三
月
)。

(下
)
は
第

 
六
十

二
号

に
掲
載
す
る
予
定
。


